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【目的】中学校新学習指導要領「家庭分野」の指導事項に、地域の食材を活用した調理の

工夫があげられている。本研究では、食品の流通・加工の発展に伴い食生活の変容や画一

化が進む中で、中学生の食生活の実態と地域的特性を明らかにし食教育の課題を把握する

ことを目的とした。

【方法】平成12年9 ～10月、北海道別海町（138名）、沖縄県西原町（62名）の中学生を対

象に食品の嗜好と摂取頻度、食品の調理手法別嗜好と摂取頻度、スケッチ法による朝食 一

夕食献立、欠食状況、学校給食献立の嗜好、食と健康に関する意識、地域の伝統料理に対

する認識等について質問紙調査を行った。集計・分析にはデータ解析用ソフト「SPSS」、

統計用ソフト「Java Scr i pt-STAR」を用い、クロス集計、χ'検定を行った。

【結果】41 食品の嗜好と摂取頻度について有意差がみられたのは、嗜好の場合、西原町で

豚肉・豆腐・緑黄色野菜等30品が高く、摂取頻度の場合、別海町が高かったものは3品で

あった。食品の調理手法別摂取頻度は、豚肉ではカレー・シチュウが最も高く、地域間に

有意差はみられなかった。別海町が有意に高かったものは鮭の塩焼きのみであった。夕食

の食事パターン構成では両地域とも「主食・主菜・副菜の揃った食事」は約30%と低かっ

た。朝食の欠食率（10.5～12.5% ）はどちらも全国平均よりも高かった。学校給食の献立
は、西原町の場合、伝統料理の出現頻度が高く、地域差が明らかであった。概ね別海町は

食に対する積極性がやや低く、今後、地域性の高い牛乳や多種類の魚を有効に取り入れた

食生活志向が課題と思われた。
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【目的】現在の我が国では、食生活をめぐる環境は著しく変化している。こうした中で青
少年の食生活において、問題点が指摘され、とくに欠食、孤食、外食、偏食、過・拒食な
どがあげられている。そこで、中学・高校・大学生の食生活と食意識調査を行い、青少年

が食に対してどのような意識をもっているのかを知ろうとした。また、1992年に行った同
様の調査と比較・検討を行い、現在の傾向を明らかにしようとした。
【方法】アンケート調査は、1992年に行った調査と同様の項目で2000年４月～９月に、首

都圏の中学生274名、高校生401名。短大・大学生240名を対象に行った。調査は、集合調
査法により、食事に対する意識、食事のイメージ、食事の量、ひとりでの食事の考えなど
について質問し、各項目について単純集計を行い、併せてクロス集計、因子分析を行った。
【結果】食事の摂取状況については、朝・夕食ともに高年齢になるに従い、ひとりの食事
が多くなり、大学生では友人と食事を一緒にすることが多くなっている。食事の意識につ
いては。中学・高校生では身体的要因に関するものが多く、女子学生においては楽しみ、
豊かさなどの精神的要因に関するものが高率であった。これは、1992年とほぼ同じ傾向を
示した。食事の量は、喜怒哀楽によって左右され、女子大生において、とくに感情によっ

て食事の量が増加すると答えた率が高くなっていた。ひとりの食事のイメージは、中学・
高校生は、気楽、自由、たまにならよいという肯定的な率が高く、大学生は、さみしいな
どマイナスイメージの率が高くなっていた。大学生の食意識は、精神的な要因が高く、家
族での食事を好む率が1992年の調査よりも上昇していた。
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